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災害を考えて、防災を
私たちが忘れてはいけない大切な日の一つが、２０１１（平成２３）年３月

１１日、東日本大震災のあった日です。東北の広い範囲で大きな津波に町がの
み込まれる映像が今でも鮮明に焼きついています。火山の多い日本に住む私た
ちは、日常生活のなかでいつも自然災害について意識していくことを忘れては
ならないと思います。そして災害への備えをしておくことが大切です。

「ひょうご安全の日宣言」 平成２８年度

阪神・淡路大震災から２２年が経った
私たちは国内だけでなく 世界の多くの人たちにも
この教訓を知ってもらいたい 活かしてもらいたい
そのように願って 伝え続けてきた

２年前に国連防災世界会議が開催された
阪神・淡路大震災の教訓は、仙台防災枠組にもひきつがれ
減災社会実現のための 人類の知恵となり
創造的復興は 世界の防災の目標となった

でも 地球の温暖化はさらに進み
台風が北海道や東北でも大暴れするなど
経験したことのない風水害の多発・激化に驚くばかりだ
隣国の台湾や韓国でも大きな被害が出た

熊本地震では 2回も立て続けに起こった震度７を経験し
引き続き 震度１以上の余震が４千回も起こり
人びとは 長い間 恐怖にさらされた
鳥取では 歴史ある街並みが地震で被災した
災害は新たなステージに入ったのだ

次なる災害に備えるには もっと対策を進めなければならない
油断して他人事と思えば つぎに被災するのは自分たちだ
災害文化を豊かにして 安全 安心社会に向かうのだ

伝える 備える 活かす 阪神・淡路大震災の教訓を
震災の教訓は すべての災害に通じる知恵だから

201７年1月17日ひょうご安全の日推進県民会議

兵庫県では、１９９５（平成７）年１月１７日に起こった「阪神・淡路大震
災」を受けて、「ひょうご安全の日を定める条例」（平成１７年４月１日施行）
が制定され、毎年１月１７日にひょうご安全の日宣言が出されています。今年
で１２回目の宣言文です。ネットで１回目から全部、見ることができますよ。

防災訓練に参加しましょう！

主 催 東奈良小学校区自主防災会

日 時 平成２９年１１月１９日（日）
受付：午前９時３０分 開始：午前１０時～午前11時半

場 所 東奈良小学校グラウンド及び体育館

訓練内容 ・防災ゲーム ・消火の訓練

・救命の訓練 ・救出の訓練

・避難誘導訓練 ・炊き出しの訓練

日は違いますが、茨木市内の各地区毎に防災訓練は行われています。年に１
回なので忘れてしまうこともあり、先生も毎年参加するようにしています。
訓練内容も体験できるものばかりです。防災ゲームをしたり、ふだん使わない
消火器やＡＥＤも使います。炊き出しでは、非常食も用意します。
是非、参加してみてください。体験による防災のいい勉強ができますよ。

一人でも多くの人が防災訓練を受け、災害時に備えましょう。

みんなのためのルールブック
「あたりまえだけど、とても大切なこと」 ロン･クラーク 草思社

ルール１９ 代わりの先生がきたときも礼儀正しくしよう

担任の先生じゃないからといって、ふざけたり、さわいだりしてはいけない。
●担任の先生が見ているからちゃんとするのではなく、だれも見ていなくても
きちんとできるようにしよう。勉強や仕事は、自分のためにするものなのだか
ら。


